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い
わ
ゆ
る
長
崎
会
所
五
冊
物
の
諸
本

｜

｜

鎖

国

崩

壊

期

の

貿

易

会

計

史

料

に

つ

い

て

l
l
e中

村

質

は
し
が
き

一
、
五
冊
物
の
諸
本
と
成
立
時
期

1

凶
「
長
崎
会
所
郵
書
」

2
倒
「
長
崎
会
所
五
冊
物
」
（
長
崎
市
立
博
物
館
本
）

3

削
「
長
崎
会
所
五
冊
物
」
（
東
大
史
料
編
纂
所
本
）

4

刷
「
唐
蘭
通
商
取
扱
」

5
そ
の
他
（
端
本
）

二
、
「
長
崎
会
所
五
冊
物
」
の
構
成
と
貿
易
収
支

－
第
一
冊
｜
貿
易
収
支
の
概
要
｜

2

第
二
冊
i
唐
方
取
引
口
の
構
成
｜

3

第
三
冊
l
蘭
方
取
引
口
の
構
成
｜

4
第
四
・
五
冊
｜
文
出
の
構
成
｜

む
す
び

は
し
が
き

鎖
国
下
の
長
崎
貿
易
に
お
け
る
最
後
の
基
本
的
な
制
度
改
革
は
、

寛
政
二
こ
七
九
O
）
年
九
月
に
老
中
松
平
定
信
の
指
示
と
し
て
現

い
わ
ゆ
る
長
崎
会
所
五
冊
物
の
諸
本
（
中
村
）



い
わ
ゆ
る
長
崎
会
所
五
冊
物
の
諸
本
（
中
村
）

翌

三

年

四

月

か

ら

実

施

さ

れ

た

。

そ

の

主

旨

は

、

「

諸

山

出

銅

追

年

相

減

、

従

来

の

唐
船
の
年
間
定
数
二
二
一
般
、
取
引
定
高
銀
三
、
五
一

O
貫
目
、
こ
の
う
ち
の
銅
渡
し
高
一
三

O
万
斤
、
つ
ま
り
唐
船
一
般
に
つ
き
定
高
銀

二
七

O
貫
目
、
銅
一

O
万
斤
宛
を
、
以
後
一

O
般
に
減
じ
、
定
高
銀
二
、
七
四

O
貫
目
、
銅
渡
し
高
一

O
O万
斤
と
し
、
蘭
船
は
従
来
の

年
に
一

1
二
腰
、
定
高
銀
八

O
O貫
目
、
銅
渡
し
高
九
O
万
斤
を
、
年
一
般
、
定
高
銀
七

O
O貫
目
、
銅
渡
し
高
六
O
万
斤
に
減
ず
る
。

地
で
布
達
さ
れ
、

（
長
崎
）
廻
銅
不
進
」
に
つ
き
、

ま
た
こ
の
「
減
銅
商
売
」
に
よ
る
貿
易
利
銀
の
減
少
を
考
慮
し
て
、
貿
易
会
計
を
主
と
す
る
直
轄
地
長
崎
の
都
市
財
政
を
総
括
し
、
か
っ

利
銀
運
上
の
機
関
で
も
あ
る
長
崎
会
所
（
小
稿
で
は
会
所
と
略
称
す
る
）
以
下
、
官
民
に
諸
費
節
倹
を
命
じ
、
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
に
は
毎
年

頭
の
江
戸
参
府
を
五
カ
年
に
一
度
に
軽
減
し
た
v

乙
の
改
革
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
享
保
諸
制
へ
の
回
婦
を
目
ざ
し
た
と
さ
れ
る
寛
政
改
革
の
一
環
で
は
あ
る
が
、
定
信
は
布
達
に
際
し

て
「
正
徳
五
年
之
御
書
付
」
の
再
布
告
を
命
じ
て
お
り
、
貿
易
改
革
に
関
す
る
限
り
、
理
念
的
に
は
正
徳
新
例
へ
の
復
帰
で
あ
る
乙
と
は

注
目
に
値
す
る
。
ま
た
右
の
よ
う
に
改
め
ら
れ
た
制
度
の
大
綱
は
、
そ
の
後
臨
時
的
特
別
措
置
の
形
で
、
取
引
高
や
決
済
方
法
な
ど
に
か

な
り
大
幅
な
改
変
は
み
ら
れ
る
が
、
化
政
・
天
保
改
革
期
を
経
て
安
政
開
港
こ
八
五
九
年
）
に
い
た
る
ま
で
堅
持
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
意
味
で
鎖
国
体
制
崩
壊
の
ほ
ぼ
全
過
程
に
お
け
る
寛
政
貿
易
制
度
の
、
細
部
に
わ
た
る
取
引
実
態
と
、
こ
れ
に
即
し
た
長
崎
会
所

の
会
計
の
全
容
の
究
明
は
、
貿
易
史
や
都
市
研
究
史
上
重
要
か
つ
手
薄
な
分
野
の
一
つ
で
あ
る
が
、
い
わ
ゆ
る
長
崎
会
所
五
冊
物
は
、
会

所
役
人
が
そ
の
実
務
を
最
も
体
系
的
に
ま
と
め
、
か
つ
正
徳
新
例
以
降
の
貿
易
の
推
移
を
記
述
し
た
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
そ
の
う

ち
長
崎
市
立
博
物
館
本
は
『
長
崎
県
史
』
史
料
編
四
に
収
録
さ
れ
て
い
て
三
二
四
三
頁
）
利
用
頻
度
も
高
い
。
乙
れ
に
は
山
脇
悌
二
郎

氏
に
よ
る
簡
潔
で
適
切
な
解
題
が
付
さ
れ
て
お
り
、
小
稿
で
も
重
複
す
る
部
分
は
あ
る
が
、
五
冊
物
諸
本
の
成
立
事
情
や
記
事
の
異
同
な

ど
の
書
誌
的
事
項
、
ま
た
第
一
冊
と
第
二
冊
以
下
と
の
関
係
を
め
ぐ
る
会
所
会
計
の
全
体
構
造
、
あ
る
い
は
個
々
の
取
引
口
の
性
格
等
に

つ
い
て
、
な
お
検
討
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
小
稿
で
は
、
い
わ
ゆ
る
五
冊
物
諸
本
の
史
料
的
価
値
と
限
界
を
明
ら
か
に

す
る
と
と
も
に
、

こ
の
う
ち
「
長
崎
会
所
五
冊
物
」
に
示
さ
れ
る
天
保
一
三
年
時
点
の
貿
易
と
財
政
の
大
様
を
み
る
乙
と
を
当
面
の
課
題



と
す
る
。
な
お
五
冊
物
の
諸
規
定
や
仕
組
と
、
来
航
船
の
社
絶
・
減
少
下
の
個
々
の
取
引
や
、
天
保
改
革
期
の
財
政
の
実
態
と
の
対
比
検

討
は
、
紙
幅
の
関
係
で
別
稿
に
ゆ
ず
る
乙
と
を
予
め
断
っ
て
お
き
た
い
。

註
（1
）
「
寛
政
二
年
九
月
、
於
立
山
御
役
所
水
野
若
狭
守
殿
永
井
筑
前
守
殿
御
立
合
ニ
一
山
九
月
六
日
一
役
萱
人
宛
被
仰
渡
候
御
書
付
写
」

書
館
蔵
）
、
『
続
長
崎
実
録
大
成
』
、
『
長
崎
会
所
五
冊
物
』
、
「
長
崎
諸
取
計
書
銘
書
帳
」
（
長
崎
市
立
博
物
館
蔵
）
な
ど
。

（2
）
拙
稿
「
鎖
国
末
期
の
長
崎
会
所
の
貿
易
と
財
政
」
〈
「
九
州
史
学
」
七
一
号
）
。

（
県
立
長
崎
図

一
、
五
冊
物
の
諸
本
と
成
立
時
期

安
政
初
年
現
在
と
思
わ
れ
る
長
崎
会
所
の
「
会
所
諸
帳
面
銘
書
帳
」
所
載
一
五
三
種
の
帳
簿
の
う
ち
、

「
納
元
帳
」

「
勘
定
掛
り
」
所
管
分
と
し
て

「
三
冊
物
」
・
「
十
三
冊
物
」
が
み
え
る
。
乙
の
「
五
冊
物
」
の
記
事
内
容

は
不
明
で
あ
る
が
、
五
冊
仕
立
て
の
会
計
帳
簿
で
あ
る
乙
と
は
確
か
で
あ
む
と
こ
ろ
で
五
冊
仕
立
て
の
い
わ
ゆ
る
長
崎
会
所
五
冊
物
に

は
、
現
在
次
の
諸
本
が
知
ら
れ
て
い
る
。

「
払
元
帳
」
等
と
と
も
に
、

「
五
冊
物
」

凶

「
長
崎
会
所
秘
書
」
五
冊
（
東
大
史
料
編
纂
所
蔵
）

(B) 

「
長
崎
会
所
五
冊
物
」
五
冊
（
長
崎
市
立
博
物
館
蔵
）

(C) 

「
長
崎
会
所
五
冊
物
」
五
冊
（
東
大
史
料
編
纂
所
蔵
）

（功

「
唐
蘭
通
商
取
扱
」
五
冊
（
内
閣
文
庫
蔵
）

乙
の
ほ
か
、

五
冊
の
う
ち
い
く
つ
か
が
散
倹
し
て
そ
れ
ぞ
れ
別
書
と
さ
れ
て
い
る
も
の
（
州
本
）
や
、
抜
書
類
が
散
見
さ
れ
る
。

乙
れ

ら
を
含
め
、
凶

t闘
は
書
冊
構
成
や
記
事
の
体
裁
な
ど
殆
ん
ど
同
じ
で
あ
る
が
、
具
体
的
な
銀
高
等
に
は
か
な
り
の
異
聞
が
あ
り
、
諸
本

聞
に
加
除
修
正
の
あ
と
が
み
ら
れ
る
。
以
下
成
立
の
順
に
の
ベ
る
。

い
わ
ゆ
る
長
崎
会
所
五
冊
物
の
諸
本
（
中
村
）



い
わ
ゆ
る
長
崎
会
所
五
冊
物
の
諸
本
（
中
村
）

四

1
凶
「
長
崎
会
所
秘
書
」
五
冊
（
東
大
史
料
編
纂
所
々
蔵
）

ζ

の
標
題
は
後
世
に
付
せ
ら
れ
た
表
紙
の
題
築
に
よ
る
も
の
で
、
原
表
紙
は
「
五
冊
物
二
の
ご
と
く
、
以
下
そ
れ
ぞ
れ
二

1
五
の

書
冊
番
号
が
あ
る
。
第
一
冊
巻
頭
の
懸
紙
に
「
嘉
永
七
甲
寅
春
、
雲
州
豊
芳
芯
借
前
写
之
」
と
あ
る
が
筆
者
等
未
詳
。
記
事
の
下
限
は
、

寛
政
一

O
年
二
月
の
「
対
州
除
き
牛
角
」
の
取
扱
い
改
訂
で
あ
る
（
第
二
冊
三
一
丁
）
。
三
年
後
の
享
和
元
年
に
始
ま
る
「
秋
田
銅
山
稼
方

御
手
当
」
支
出
な
ど
、
重
要
な
改
革
の
記
事
が
見
え
な
い
の
で
、
原
本
は
こ
の
間
の
成
立
と
み
ら
れ
る
。

し
か
し
、
乙
れ
は
倒
本
以
下
に
も
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
記
事
は
か
な
ら
ず
し
も
原
本
成
立
時
点
の
仕
法
そ
の
も
の
と
は
限
ら
な

い
σ

そ
れ
は
、
後
述
の
ご
と
く
凶
本
以
前
の
五
冊
物
が
想
定
さ
れ
、
各
五
冊
物
は
そ
れ
ぞ
れ
成
立
の
段
階
ご
と
に
加
除
修
正
さ
れ
て
は
い

る
が
、
部
分
的
に
は
年
々
変
更
を
み
る
収
支
の
微
細
な
項
目
や
人
数
・
銀
額
等
の
す
べ
て
を
、
仔
細
も
ら
さ
ず
補
正
す
る
こ
と
は
ほ
ぼ
不
可

能
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
意
味
も
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
凶
本
で
は
寛
政
三
年
に
廃
止
さ
れ
た
「
石
銭
番
所
井
同
所
呼
船
」

の
修
理
費
が
な
お
「
諸
役
所
普
請
方
入
目
」
の
一
項
に
挙
げ
ら
れ
て
お
り
（
第
四
冊
一
七
丁
）
、
岡
本
に
よ
れ
ば
数
年
前
に
減
額
さ
れ
た
と

あ
る
宿
町
別
段
雑
用
銀
や
会
所
調
役
年
頭
拝
礼
入
自
の
額
が
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
凶
本
中
の
朱
書
は
、
＠
す
で
に
廃
絶
な
い
し
改
正
さ
れ
た
旧
仕
法
を
「
為
見
合
」
に
註
記
す
る
も
の
、
＠
臨
時
的
な
い
し
年

額
不
定
の
も
が
J
O銀
高
の
小
計
、
の
三
者
で
あ
る
。
そ
の
主
体
は
④
で
、
店
船
関
係
の
唐
銀
、
花
辺
銀
銭
、
西
蔵
金
、
安
南
金
、
送
り

砂
糖
、
別
段
売
、
奉
行
所
調
物
、
勘
定
方
普
請
役
調
物
、
外
売
な
ど
で
あ
る
。
そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
旧
仕
法
の
記
事
の
体
裁
が
、

他
の
現
行
仕
法
は
も
と
よ
り
、
『
華
蛮
交
易
明
細
記
』
六
所
収
宝
暦
四
年
頃
の
記
事
と
推
定
さ
れ
る
「
唐
船
拾
五
般
・
阿
蘭
陀
船
弐
般
元

「
商
売
外
諸
取
立
銀
納
払
凡
積
」
の
各
項
立
て
、

代
出
銀
凡
積
り
」

文
言
か
ら
字
配
り
ま
で
全
く
同
じ
で
あ
る
乙
と
で
あ
る
（
も
と
よ

端
本
な
が
ら
後
述
の
ご
と
き
、
店
船
二
ニ
鰻
制
下
（
明
和
二
1
寛
政
二
年
）
の
「
唐
阿
闘

陀
商
法
」
怖
所
収
の
第
五
冊
、
安
永
九
年
を
記
事
の
下
限
と
す
る
蘭
船
二
般
制
下
の
「
阿
蘭
陀
商
売
方
之
大
意
」
の
存
在
を
考
え
る
と
、

い
わ
れ
る
よ
う
な
寛
政
五

1
八
年
頃
で
は
な
く
、
宝
暦
・
明
和
期
ま
で
糊
り
う
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

り
時
代
に
よ
り
額
銀
・
数
量
は
異
な
る
）
。
こ
れ
や
、

最
初
の
五
冊
物
の
成
立
は
、



岡
本
以
下
で
も
、

旧
仕
法
が
朱
書
ま
た
は
付
札
の
形
で
残
さ
れ
て
い
て
、
い
わ
ゆ
る
五
冊
物
は
、
名
称
は
と
も
あ
れ
、
宝
暦
・
明
和
期
以

来
の
会
所
会
計
志
を
、
ほ
ぽ
現
況
に
即
し
て
加
除
修
正
し
、
参
考
と
す
べ
き
旧
仕
法
は
朱
書
等
で
残
し
、
実
務
の
資
料
と
し
た
の
で
あ
ろ

，っ。

円
長
崎
単
行
〉

五
冊
物
の
筆
者
（
編
者
）
は
、
岡
本
以
下
も
同
様
で
あ
る
が
、
年
次
に
つ
い
て
、
例
え
ば
「
寛
政
八
辰
年
中
川
飛
騨
守
様
御
在
勤
之
節
被

仰
渡
候
」
の
ご
と
く
表
現
し
て
い
て
、
在
勤
の
幕
吏
で
は
な
く
、
会
所
役
人
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
乙
れ
が
奉
行
等
を
介
し
て
幕

府
へ
進
達
さ
れ
た
文
書
で
な
い
乙
と
は
、
す
べ
て
の
五
冊
物
諸
本
に
前
言
・
奥
書
・
編
者
名
・
期
日
等
を
欠
告
、
こ
れ
ら
の
存
在
形
態
や

倒
本
の
政
文
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
本
書
を
含
め
、
い
わ
ゆ
る
五
冊
物
は
、
幕
府
の
貿
易
や
置
轄
都
市
政
策
上
の
国

政
的
資
料
と
し
て
で
は
な
く
、
会
所
の
内
部
的
会
計
便
覧
と
し
て
編
纂
利
用
さ
れ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

2
岡
「
長
崎
会
所
五
冊
物
μ

五
冊
（
長
崎
市
立
博
物
館
所
蔵
）

刊
本
の
底
本
。
厚
表
紙
に
「
薬
師
寺
」
と
あ
り
、
岡
市
役
所
に
よ
る
「
薬
師
寺
熊
太
郎
献
納
」
の
朱
書
が
あ
る
。
同
家
は
父
久
左
衛
門

種
徳
（
明
治
一
七
年
波
）
ま
で
歴
代
長
崎
町
年
寄
に
任
じ
、
玄
祖
父
種
栄
・
曽
祖
父
種
義
は
天
明

t
天
保
期
に
相
つ
い
で
町
年
寄
筆
頭
と
し

て
会
所
調
役
を
勤
め
、
い
わ
ゆ
る
五
冊
物
の
編
述
期
に
お
け
る
会
所
の
最
高
責
任
者
の
一
人
で
あ
っ
た
。
乙
の
書
は
同
家
伝
来
の
多
数
の

古
文
書
と
と
も
に
明
治
中
期
に
市
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
勺
伝
来
は
数
種
の
五
冊
物
の
う
ち
最
も
確
か
で
あ
る
。

記

事

の

下

限

は

天

保

二

二

年

で

あ

る

が

同

年

八

月

付

の

奉

行

組

与

力

・

同

心

の

再

置

、

九

・

一

O
月

付
「
長
崎
表
御
改
革
」
や
会
所
調
役
頭
取
高
島
四
郎
大
夫
（
秋
帆
）
事
件
（
一

O
月
四
日
下
獄
）
に
係
る
、
同
本
所
見
の
重
要
な
財
政
上
の

変
革
U
は
何
ら
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
乙
の
書
の
成
立
は
天
保
二
二
年
も
前
半
と
考
え
ら
れ
る
。

凶
本
と
対
照
す
れ
ば
、
項
目
や
記
事
の
体
裁
は
全
く
同
じ
で
あ
る
が
、
享
和
以
降
の
変
更
、
殊
に
文
化
一

0
・
一
四
・
文
政
三
・
天
保

（
刊
本
一
六
八
頁
第
三
冊
末
尾
）
、

元
・
一
一
年
の
仕
法
改
革
に
伴
う
記
事
の
増
補
と
銀
高
の
変
更
が
み
ら
れ
る
。
朱
文
も
凶
本
と
同
じ
く
旧
仕
法
が
主
で
、
凶
本
に
見
え
る

も
の
の
ほ
か
、
第
四
冊
の
会
所
雑
用
・
諸
役
所
普
請
銀
な
ど
、
凶
本
以
降
の
銀
高
が
す
で
に
旧
法
化
し
、
こ
れ
を
「
元
、
高
」
幾
何
と
朱

い
わ
ゆ
る
長
崎
会
所
五
冊
物
の
諸
本
（
中
村
）

五



い
わ
ゆ
る
長
崎
会
所
五
冊
物
の
諸
本
（
中
村
〉

__._ 
／、

書
し
て
現
行
額
と
併
記
す
る
例
も
あ
る
。
乙
の
こ
と
は
凶
本
（
の
原
本
）
か
ら
直
ち
に
岡
本
が
補
訂
作
成
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
そ
の
聞
に

後
出
の
よ
う
な
別
書
（
一
種
と
は
限
ら
な
い
）
、

な
い
し
凶
本
の
原
本
を
付
札
等
で
補
訂
し
た
も
の
に
よ
っ
た
ζ

と
を
示
唆
す
る
。

次
の
と
と
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
第
三
冊
蘭
船
定
高
は
、
凶
本
寛
政
一

O
年
段
階
で
は
銀
四
五

O
貫
目
で
あ
っ
た
が
、
本
書

で
は
、
そ
の
後
文
政
三
年
よ
り
増
銅
五

O
万
斤
の
期
聞
に
限
り
八

O
O貫
自
に
改
め
ら
れ
た
と
し
、
「
此
上
ニ
右
之
懸
ケ
紙
有
之
」
と
あ

〈
克
政
》

っ
て
、
そ
の
後
「
天
保
二
卯
年
五
百
弐
拾
五
貫
目
被
仰
付
、
天
保
十
一
子
年
S
御
改
正
之
通
書
面
之
高
（
四
五
O
貫
目
）
被
仰
付
候
」
と

の
「
懸
ケ
紙
」
、
を
本
文
と
し
て
収
録
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
本
書
は
、
凶
本
の
原
本
以
外
の
文
政
三

t天
保
二
年
の
聞
の
別
書

乙
れ
は

に
拠
る
と
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

次
に
第
三
冊
に
は
随
所
に
付
札
（
懸
紙
形
式
）
が
あ
る
が
、
注
目
す
べ
き
は
、
付
札
は
成
書
（
天
保
二
二
年
）
以
後
の
訂
正
で
は
な
く
、
成

冊
時
点
の
現
行
銀
高
で
、
本
文
に
も
符
合
す
る
乙
と
で
あ
る
（
献
土
井
御
進
物
端
物
、
奉
行
所
調
物
、
土
産
鮫
！
松
板
代
な
ど
）
。
つ
ま
り
付
札

で
隠
さ
れ
て
い
る
銀
高
は
ご
く
近
い
時
点
で
の
旧
仕
法
な
の
で
あ
る
。
何
故
か
か
る
手
法
が
と
ら
れ
た
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
実
務

上
新
旧
対
比
に
は
便
利
で
あ
っ
た
ろ
う
。
と
も
あ
れ
、
凶
本
と
は
異
る
底
本
を
継
承
し
な
が
ら
、
底
本
後
の
改
正
を
各
項
毎
に
本
文
で
補

追
し
、
改
正
銀
額
等
は
付
札
で
乙
れ
を
示
し
て
い
『
匂
本
書
全
体
と
し
て
は
、
天
保
一
一
年
の
改
正
仕
法
に
よ
る
、
ほ
ぽ
同
一
三
年
前
半

時
点
で
の
現
行
制
度
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
錯
簡
は
次
項
で
ふ
れ
る
。

3
刷
「
長
崎
会
所
五
冊
物
」
五
冊
（
東
大
史
料
編
纂
附
々
蔵
〉

第
五
冊
末
尾
に
「
右
長
崎
会
所
五
冊
物
、
肥
前
園
長
崎
区
鈴
木
重
音
蔵
本
、
明
治
二
十
年
十
月
修
史
局
編
修
久
米
邦
武
文
書
採
訪
ノ
時
、

長
崎
区
役
所
ニ
託
シ
テ
謄
写
ス
」
と
あ
る
。
倒
薬
師
寺
本
と
対
照
す
れ
ば
、
字
句
等
に
若
干
の
異
聞
は
あ
る
い
山
山
全
く
同
一
内
容
で
、
岡

本
を
底
本
と
す
る
刊
本
で
は
、
錯
簡
ニ
カ
所
が
本
書
に
よ
り
訂
正
さ
れ
て
い
る
（
九
一
・
一
一
六
頁
）
。
次
の
ニ
カ
所
は
同
制
共
に
錯
簡
と

考
え
ら
れ
る
。
同
と
附
は
同
系
異
本
ら
し
い
が
、
右
採
訪
期
に
は
岡
本
が
何
ら
か
の
事
情
で
重
音
所
蔵
と
さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
な
い
乙

と
も
な
い
。
未
訂
正
の
回
同
共
通
の
錯
簡
を
刊
本
に
よ
っ
て
示
せ
ば
、
四
三
頁
下
九
行
自
i
四
四
頁
末
行
の
記
事
は
四
九
頁
下
一
八
行
の



次
に
あ
る
べ
き
で
、
ま
た
九
三
頁
上
二
行
目
1
一
O
一
頁
下
六
行
自
の
記
事
は
八

O
頁
上
一
行
目
の
前
に
改
む
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
は
凶

刷
本
に
拠
る
も
の
で
、
ま
た
こ
れ
で
な
け
れ
ば
記
事
の
脈
絡
を
欠
き
、
頭
書
の
銀
高
が
内
訳
と
符
合
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。

な
お
京
都
大
学
文
学
部
国
史
学
研
究
室
蔵
本
も
鈴
木
本
の
写
で
あ
る
。

4
倒
「
唐
蘭
通
商
取
扱
」
五
冊
（
内
閣
文
庫
所
蔵
）

政
文
が
注
目
に
値
す
る
の
で
、
長
文
で
あ
る
が
掲
げ
る
。
す
な
わ
ち
、

此
書
ハ
昨
明
治
十
年
前
局
長
大
書
記
官
渡
辺
洪
基
在
職
中
、
住
時
長
崎
港
於
テ
唐
桝
配
阿
蘭
陀
両
国
商
船
取
扱
原
由
之
書
類
、
五
冊
物

ト
称
シ
、
当
時
該
地
ニ
在
リ
テ
ハ
秘
密
ノ
扱
タ
ル
ヲ
聞
キ
、
之
レ
ヲ
目
今
行
ル
、
所
ノ
各
国
貿
易
規
則
参
考
ノ
為
メ
、
本
省
ニ
備
置
度

キ
見
込
ヲ
以
、
三
等
属
清
団
長
秋
へ
該
書
ノ
探
索
ヲ
命
ス
、
然
ル
ニ
維
新
ノ
際
、
該
県
庁
於
テ
、
旧
時
ノ
書
類
ヲ
用
ヒ
サ
ル
ヲ
表
シ
、

悉
ク
之
レ
ヲ
焼
却
ス
ト
、
故
ニ
探
索
ノ
容
易
ナ
ラ
サ
ル
モ
、
長
秋
勤
メ
テ
探
索
ヲ
遂
ケ
、
之
レ
ヲ
長
崎
県
七
等
属
木
下
志
賀
二
ニ
謀

ル
、
志
賀
二
亦
尽
力
シ
テ
寛
ニ
比
書
全
部
ヲ
整
頓
シ
、
今
本
省
ニ
贈
達
ス
、
愛
ニ
於
テ
唐
蘭
通
商
取
扱
ト
題
シ
所
蔵
ス
ル
モ
ノ
也

外
務
省
記
録
局
書
籍
係
、
十
等
属

中
部
治
之
（
印
）

明
治
十
一
年
九
月

こ
の
よ
う
に
書
名
は
明
治
期
の
仮
題
。
五
冊
物
は
会
所
の
内
部
資
料
で
他
に
開
示
さ
れ
る
と
と
は
な
か
っ
た
ら
し
い
。
維
新
時
の
焼
却
等

に
よ
り
、
諸
藩
に
比
し
て
旧
奉
行
所
・
会
所
関
係
文
書
は
質
量
と
も
に
乏
し
い
中
に
あ
っ
て
、
五
冊
物
の
意
味
は
大
き
い
。
前
の
八
幡
町

乙
合
木
下
に
よ
る
「
整
頓
」
と
は
、
書
冊
の
構
成
文
言
体
裁
な
ど
他
書
と
殆
ん
ど
同
じ
で
あ
る
か
ら
、
あ
る
一
本
（
原
名
・
所
在
等
不
明
）

の
謄
写
の
意
と
解
せ
ら
れ
る
。

記
事
の
下
限
は
、
第
五
冊
唐
船
銅
口
銭
項
に
「
弘
化
四
未
年
ニ
て
年
限
相
満
候
ニ
付
、
猶
又
依
願
、
翌
申
年

S
是
迄
之
遇
」
裁
可
さ
れ

た
と
あ
り
嘉
永
一
五
年
。
底
本
の
成
立
は
そ
の
後
間
も
な
く
で
あ
ろ
う
。

記
事
を
六
年
前
の
岡
本
と
比
較
す
れ
ば
、
と
の
間
短
期
間
で
、
蘭
船
定
数
が
一
般
か
ら
ニ
般
へ
（
定
高
が
七
O
O貫
目
か
ら
八
O
O貫
自
に
増

い
わ
ゆ
る
長
崎
会
所
五
冊
物
の
諸
本
〈
中
村
）

七



い
わ
ゆ
る
長
崎
会
所
五
冊
物
の
諸
本
（
中
村
）

｝＼ 

加
、
但
し
第
三
間
で
は
訂
正
せ
ず
）
、

奉
行
所
与
力
同
心
の
再
置
な
ど
の
ほ
か
、

取
立
て
て
の
変
革
は
な
か
っ
た
の
で
、

右
に
伴
う
各
項
銀

記
事
そ
の
も
の
の
加
除
修
正
は
少
な
い
。
こ
の
よ
う
に
本
書
は
嘉

永
別
と
い
う
鎖
国
最
終
段
階
の
貿
易
会
計
総
覧
と
し
て
貴
重
で
あ
る
が
、
記
事
の
脱
酌
（
落
下
を
合
む
）
が
あ
る
の
は
惜
ま
れ
る
。

一
両
内
訳
等
の
調
整
が
、
第
一
・
三
・
四
冊
に
多
く
見
ら
れ
る
ほ
か
、

5 

そ
の
他
戸
端
本
）

a
「
唐
阿
蘭
陀
商
法
」
乾
坤
二
冊
（
内
閣
文
庫
所
蔵
）

外
務
省
本
、
明
治
の
写
本
で
二

O
行
の
罫
紙
使
用
。
二
種
の
史
料
か
ら
成
る
。
乾
は
ま
ず
「
故
家
所
蔵
異
国
商
売
之
旧
記
一
冊
、
即
市

法
也
」
と
註
し
、
「
市
法
旧
記
」
と
仮
題
を
付
し
た
記
録
を
収
め
、
続
い
て
五
冊
物
の
第
一
・
第
二
冊
、
坤
が
第
三

1
第
五
冊
で
あ
る
。

五
冊
物
の
冒
頭
部
分
に
「
長
崎
会
所
ニ
而
出
来
之
当
時
、
商
売
方
之
記
録
五
冊
物
如
左
」
と
註
し
、
各
冊
の
際
題
は
前
掲
諸
本
と
同
じ
で

あ
る
。
し
か
し
、
第
一

1
第
四
冊
は
右
と
同
じ
く
唐
船
一

O
般
・
蘭
船
一
般
と
い
う
寛
政
二
年
改
革
以
降
の
仕
組
に
対
し
て
、
第
五
冊
は

明
立
て
な
ど
体
裁
は
諸
本
と
全
く
同
じ
で
あ
る
が
、
内
容
は
そ
れ
以
前
明
和
二
年
か
ら
の
唐
船
二
ニ
般
制
下
の
仕
法
で
あ
っ
て
、
明
ら
か

に
底
本
を
異
に
す
る
（
そ
の
こ
と
の
明
記
は
な
い
）
。
そ
こ
で
第
一

1
第
四
冊
に
つ
い
て
前
掲
諸
本
と
比
較
す
れ
ば
、
・
全
体
的
な
記
事
は
凶
本

と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
ωυ

記
事
の
下
限
は
寛
政
二
年
で
（
第
三
冊
商
売
外
爪
箔
甲
条
）
、
加
除
修
正
は
寛
政
末
期
の
改
革
記
事
が
多
く
、

底
本
は
凶
本
の
直
後
（
享
和
一
克
年
以
前
）
に
成
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
第
一

1
第
四
冊
に
お
い
て
も
、
例
え
ば
蘭
船
商
売
元
代
銀
を
第
一

冊
で
は
銀
七
五

O
貫
呂
に
対
し
第
三
冊
で
は
七

O
O貫
目
と
し
（
そ
の
た
め
内
訳
た
る
商
人
入
札
払
・
献
上
端
物
代
・
奉
行
所
調
物
等
の
元
代
銀
や

山
銀
H
利
潤
額
も
災
な
る
）
、

ま
た
閑
船
輸
出
銅
六
七
万
斤
に
対
し
、
同
箱
代
は
六

O
万
斤
分
を
計
上
す
る
な
ど
、
書
冊
聞
の
記
事
の
矛
盾

が
め
だ
ち
、

第
一

1
第
四
冊
も
別
々
の
底
本
に
拠
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
ま
た
銀
高
の
誤
記
も
散
見
さ
れ
（
た
め
に
例
え
ば
標
記
額

と
内
訳
が
合
わ
な
い
）
、
慎
重
な
取
扱
い
を
要
す
る
。

b

「
阿
蘭
陀
船
商
売
方
之
大
意
」

一
冊
戸
県
立
長
崎
図
書
館
所
蔵
）

標
題
・
内
容
と
も
五
冊
物
の
第
三
間
に
当
た
る
。
蘭
船
二
般
制
下
の
仕
法
で
、

記
事
の
下
限
は
安
永
九
年
（
商
売
外
脇
荷
物
の
条
）
で
あ



る
が
、
他
の
四
冊
を
欠
く
の
で
、
寛
政
二
年
以
前
の
五
冊
物
と
し
て
の
正
確
な
下
限
は
不
詳
。
項
立
て
ほ
か
記
事
の
体
裁
は
凶
本
以
下
の

祐
本
と
全
く
同
じ
で
あ
る
が
、
銀
額
・
数
量
は
大
幅
に
異
な
る
。
諸
本
に
よ
る
全
体
的
な
貿
易
収
支
（
第
9
表
参
照
）
と
の
対
比
は
、
蘭
船

に
限
定
し
て
も
第
一
冊
を
欠
く
の
で
正
確
に
は
で
き
な
い
が
、
こ
れ
で
は
蘭
船
二
般
の
本
方
貿
易
で
元
代
銀
一
二
五

O
貫
目
。
っ
ち
定
高
八

0
0貫
目
）
の
取
引
に
よ
り
、
会
所
は
三
、
三
七
七
貫
四
八
五
匁
の
出
銀
を
得
（
利
益
率
二
七
割
）
、
と
の
ほ
か
「
商
売
外
」
脇
荷
元
代
二
三

八
貫
七
六
五
匁
の
取
引
等
が
あ
る
。
寛
政
改
革
後
に
比
し
貿
易
規
模
（
取
引
額
・
出
銀
）
は
大
き
い
が
、
会
所
の
収
益
率
は
低
く
（
第
9
表

蘭
船
定
高
取
引
で
は
そ
れ
ぞ
れ
四
ゴ
了
四
0
・
三
三
割
）
、
寛
政
改
革
以
前
の
取
引
史
料
（
五
冊
物
）
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

c
「
崎
陽
事
務
録
」

一
冊
（
内
閣
文
庫
所
蔵
）

内
題
は
「
唐
船
商
売
方
之
大
意
」
で
、
五
冊
物
の
第
二
冊
に
相
当
。
凶
木
第
二
冊
と
ほ
ぼ
同
文
（
こ
の
冊
に
限
定
す
れ
ば
下
限
は
寛
政
八
年
）

で
あ
る
。
遺
用
売
に
関
す
る
付
札
が
、
朱
座
買
詰
朱
の
項
に
あ
る
な
ど
、
問
題
な
し
と
し
な
い
。

d
「
唐
阿
聞
陀
元
払
銀
井
諸
払
方
大
意
書
付
四
」

一
冊
（
長
崎
市
立
博
物
館
所
蔵
）

が
標
題
・
内
容
か
ら
五
冊
物
の
第
四
冊
。
本
書
の
記
事
の
下
限
は
文
化
二
二
年
（
増
上
納
金
お
よ
び
長
崎
諸
役
人
受
川
井
助
成
銀
の
条
）
で
あ
る

そ
の
後
の
同
1
同
本
に
み
え
る
文
政
二
年
の
例
格
上
納
金
に
関
す
る
改
訂
記
事
を
欠
く
の
で
、

乙
の
聞
に
成
る
五
冊
物
（
の
端
本
）

で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
成
立
が
凶
本
と
岡
本
の
間
で
あ
る
の
で
、

凶
本
以
降
の
記
事
を
追
加
し
（
殆
ん
ど
削
除
は
な
い
）
、
三
者
の

各
項
銀
高
を
比
較
す
る
と
、
御
用
物
引
分
高
・
長
崎
駐
在
幕
吏
お
よ
び
長
崎
地
役
人
の
受
用
銀
の
漸
増
傾
向
、
別
子
立
川
涌
水
手
当
の
新

設
、
諸
役
所
（
大
坂
銅
肢
を
含
む
）
雑
用
銀
の
一
時
的
減
少
が
み
ら
れ
る
が
、
全
体
的
に
は
岡
本
と
同
額
の
も
の
が
多
い
。

e
「
唐
船
商
売
方
之
大
意
」

一
冊
（
県
立
長
崎
図
書
館
所
蔵
）

標
題
や
記
事
内
容
か
ら
、
例
え
ば
箇
条
に
よ
っ
て
は
「
五
ノ
帳
寄
進
之
所
ニ
委
細
書
載
仕
申
候
」
と
も
あ
り
、

五
冊
物
の
端
本
で
、
第

二
冊
で
あ
る
。
こ
の
冊
に
限
定
し
て
も
、
記
事
の
下
限
は
文
政
六
年
（
奉
行
調
物
条
）
で
、
以
降
の
諸
本
に
は
み
え
る
同
年
の
調
進
薬
種
取

扱
改
正
、
翌
七
年
に
始
る
入
札
物
代
銀
の
二
割
先
納
制
の
ど
と
き
重
要
な
記
事
を
欠
く
の
で
、
文
政
六
年
現
在
の
五
冊
物
と
い
え
る
。
主

い
わ
ゆ
る
長
崎
会
所
五
冊
物
の
諸
本
（
中
村
）

九



い
わ
ゆ
る
長
崎
会
所
五
附
物
の
諸
本
（
中
村
）

。

要
な
取
引
の
旧
仕
法
の
朱
書
も
前
後
の
凶
岡
本
と
同
様
で
あ
る
が
、
御
菓
子
屋
除
砂
糖
条
の
文
化
元
年
改
訂
に
係
る
詳
細
な
但
書
は
、
本

書
の
み
に
み
え
る
ユ
ニ
ー
ク
な
記
事
で
あ
る
。
し
か
し
全
般
的
に
は
事
項
銀
額
と
も
に
凶
本
に
近
く
、
別
段
売
を
は
じ
め
岡
本
と
の
異
同

が
多
い
。
乙
れ
は
主
に
天
保
後
期
の
改
革
（
「
御
取
締
」
）
に
よ
る
も
の
で
、
寛
政
以
降
唐
船
貿
易
で
は
天
保
改
革
の
重
要
性
を
物
語
る
も

の
で
あ
る
（
蘭
船
取
引
で
は
文
政
三
年
l
天
保
二
年
に
、
商
額
・
銅
渡
一
口
問
を
倍
額
に
近
い
延
享
三
年
仕
法
に
復
し
た
意
義
が
大
き
い
）
。

ー寸

唐
船
拾
般
阿
蘭
陀
船
一
一
般
元
代
出
銀
仕
払
方
明
細
書
付
」

阿
蘭
陀
方
商
売
荷
物
元
払
等
大
意
訳
書
付
」

一
冊
（
県
立
長
崎
図
書
館
所
蔵
）

f 
--, 

一
冊
（
同
上
）

申「

r~ 

一
冊
（
向
上
、
但
し
分
類
番
号
は
三
者
と
も
異
な
る
）

唐
阿
蘭
陀
船
一
五
払
弁
諸
払
方
大
意
書
付
」

右
三
冊
に
は
表
紙
に
「
共
五
冊
」
と
あ
り
、
書
体
・
旧
蔵
者
（
松
田
氏
）
も
同
じ
く
、
同
じ
五
冊
物
の
そ
れ
ぞ
れ
第
一
・
三
・
四
冊
で
あ

記
事
の
下
限
は
嘉
永
七
年
（
安
政
元
年
、
第
四
冊
別
子
立
川
銅
山
涌
水
手
当
条
）

で
あ
る
。
第
二
・
五
冊
を
欠
く
が
、
安
政
二
年
か
ら
は

る。関
船
二
般
で
、
同
年
鼠
島
外
人
遊
歩
場
や
医
術
伝
習
所
が
設
置
さ
れ
、
海
軍
伝
習
も
始
ま
る
が
、
こ
れ
ら
関
連
の
収
支
が
全
く
み
え
な
い

の
で
、
安
政
元
年
段
階
の
五
冊
物
の
端
本
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
嘉
一
永
元
年
を
下
限
と
す
る
岡
本
以
降
、
開
港
直
前
の
そ

れ
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
同
本
と
比
較
す
れ
ば
、
開
港
直
前
の
貿
易
額
は
唐
船
別
段
売
が
一
二
・
五
倍
、
蘭
船
脇
荷
が
一
二
二
倍
と
乗
組
員

の
個
人
的
取
引
の
増
加
に
よ
っ
て
、
三
歩
掛
り
銀
に
示
さ
れ
る
会
所
の
総
売
上
高
も
増
加
傾
向
に
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
会
所
の
貿
易
会

計
の
規
模
も
拡
大
し
、
支
出
面
で
輸
出
品
代
・
行
政
経
費
の
増
加
を
み
た
が
、
差
引
き
若
干
の
黒
字
を
生
む
建
前
で
あ
る
。
（
第
9
表
参
照
）

五
冊
揃
っ
て
い
る
凶
・
倒
H
附
・
酬
の
三
本
と
端
本
六
種
の
い
わ
ゆ
る
長
崎
会
所
五
冊
物
の
検
討
か
ら
、
次
の
よ
う
な
結
論
を

得
る
。
ま
ず
、
冗
冊
物
は
会
所
役
人
に
よ
っ
て
部
外
秘
の
実
務
資
料
と
し
て
編
述
さ
れ
、
す
で
に
唐
船
一
五
般
制
下
（
寛
延
二
l
明
和
元
年
）

川公

ι」、
J

－
 

に
、
お
そ
く
と
も
同
一
三
般
制
（
明
和
二

i
寛
政
二
年
）
下
の
安
永
九
年
頃
（
端
本
b
、
お
よ
び

a
）
に
は
成
立
し
た
。

と
れ
は
安
永
三
年
頃

に
成
る
長
崎
会
所
の
「
大
意
書
」

は
後
世
の
写
本
で
、
底
本
は
散
伏
し
て
い
る
が
、
乙
れ
ら
を
含
め
て
五
冊
の
全
体
構
成
は
も
と
よ
り
、
各
項
の
体
裁
や
字
配
り
ま
で
同
じ
で

一
三
種
に
み
る
、
会
所
の
帳
簿
組
織
の
整
備
の
一
環
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に
凶
・

ω・
端
本
の

a
・
c



あ
る
。
し
か
し
仔
細
に
み
る
と
銀
額
数
量
ほ
か
、
九
種
こ
と
ご
と
く
異
聞
が
あ
り
、
寛
政
二
年
の
改
革
以
前
か
ら
開
港
直
前
ま
で
、
貿
易

九
種
は
各
時
点
で
の
ほ
ぼ
現
行
規
定
と
考
え
ら
れ
る
。
第
三
に
、
し
か
し
加
除
修
正

仕
法
の
改
革
に
応
じ
て
加
除
修
正
さ
れ
て
お
り

は
、
五
冊
全
体
を
通
し
、
か
な
ら
ず
し
も
末
端
の
些
細
な
項
目
・
銀
額
・
人
数
等
に
ま
で
は
及
ば
ず
、
た
め
に
総
論
的
な
第
一
冊
と
各
論
た

る
第
二
冊
以
下
と
の
銀
高
等
の
不
一
致
、

あ
り
）
、
宝
暦
期
以
来
の
旧
仕
法
で
も
、
現
行
制
度
と
の
関
連
に
お
い
て
重
要
か
つ
密
接
な
も
の
は
朱
書
し
て
残
し
、
ま
た
成
冊
後
の
改
正

は
付
札
等
に
よ
り
、
新
旧
対
照
し
て
実
用
の
便
を
は
か
つ
て
い
る
。
な
お
五
冊
物
の
実
用
価
値
の
高
さ
は
、
大
部
な
五
冊
物
が
相
つ
い
で

各
冊
内
で
の
修
正
漏
れ
や
標
記
額
と
内
訳
の
蹴
嗣
も
み
ら
れ
る
が

（
ほ
か
に
記
事
の
誤
脱
・
錯
簡

修
正
筆
写
さ
れ
、

ま
た
「
五
冊
物
抜
書
諸
書
留
」
（
町
年
寄
薬
師
寺
家
の
控
）
・
「
五
冊
物
書
抜
」
（
九
州
文
化
史
研
究
所
蔵
、
安
政
三
年
の
規

定
あ
り
）
等
の
存
在
か
ら
も
知
ら
れ
よ
う
。

註
（1
）
記
録
の
性
格
か
ら
、

ζ

の
「
五
冊
物
」
は
長
崎
会
所
五
冊
物
で
あ
ろ
う
。
「
十
三
冊
物
」
は
会
所
の
『
大
意
書
』
一
三
種
（
近
世
社
会
経
済
叢
書
七

巻
所
収
）
と
忠
わ
れ
る
が
、
五
冊
物
の
各
冊
は
後
述
の
よ
う
に
幾
つ
か
の
「
仕
訳
書
付
」
・
「
訳
書
」
か
ら
成
り
、
合
せ
る
と
一
三
部
で
内
容
は
五
冊
物

の
可
能
性
も
否
定
は
で
き
な
い
。

（2
〉
「
長
崎
県
史
』
史
料
編
四
の
解
題
、
吉
川
弘
文
館
。

（3
）
刊
本
五
冊
物
（
同
右
所
収
）
二

O
O頁
、
ほ
か
同
年
よ
り
出
島
修
復
料
の
財
源
を
本
方
か
ら
脇
荷
取
引
に
改
め
た
（
一
四
七
頁
）
。
さ
ら
に
樟
脳
売
渡

単
価
の
改
訂
（
一
三
二
頁
〉
を
考
慮
す
れ
ば
、
究
政
一
二
年
ま
で
の
間
と
な
る
。

（4
）
同
有
一
じ
0
・
一
九
四
頁
。

（5
）
例
え
ば
、
商
館
長
参
府
前
の
年
「
残
銀
」
、
唐
方
商
売
外
取
引
の
う
ち
、
薩
州
買
請
唐
明
饗
の
一
部
ゃ
、
対
州
除
き
牛
角
の
一
部
な
ど
。

（6
）
『
長
崎
県
史
』
史
料
編
問
、
三
八
三

1
三
八
六
頁
。

（7
）
明
治
四
O
年
長
崎
市
役
所
調
「
古
文
書
目
録
」
に
よ
れ
ば
、
ほ
か
宝
永
五
年
「
諸
役
人
役
料
高
井
動
方
発
端
年
号
等
」
、
寛
延
三
年
「
長
崎
諸
役
人

増
減
書
」
、
「
唐
阿
蘭
陀
船
入
津
ヨ
リ
出
帆
迄
行
事
帳
」
、
「
町
年
寄
由
緒
書
」
や
享
保
一
五
年
「
長
崎
浦
上
両
村
文
配
書
付
」
等
三

O
点
余
が
、
磨
屋
町

い
わ
ゆ
る
長
崎
会
所
五
冊
物
の
諸
本
（
中
村
）



い
わ
ゆ
る
長
崎
会
所
五
冊
物
の
諸
本
〈
中
村
）

居
住
の
同
氏
の
寄
贈
と
あ
る
。

（8
）
例
え
ば
奉
行
所
調
物
・
受
用
金
の
変
更
、
与
力
同
心
の
受
用
銀
の
新
設
（
第
二
・
四
冊
）
。
ま
た
秋
帆
F
獄
と
と
も
に
資
産
は
凍
結
さ
れ
た
が
、
岡

本
で
は
秋
帆
持
地
の
「
雲
通
平
椀
硝
蔵
地
子
作
徳
銀
調
役
一
一
嶋
四
郎
太
夫
へ
相
波
候
」
と
あ
る
（
刊
本
二

O
九
頁
）

（9
）
但
し
、
付
札
の
蘭
人
献
上
進
物
端
物
は
元
代
四
六
貫
目
余
、
内
訳
と
し
て
大
御
所
（
家
斉
天
保
一
二
年
正
月
夜
）
・
本
丸
・
西
丸
・
大
老
（
伊
井

直
亮
同
年
五
月
辞
任
）
以
下
、
諸
役
人
の
受
納
額
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
大
御
所
・
大
老
は
傍
線
で
抹
消
さ
れ
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
は
大
御
所
受
納

額
五
貫
三
七
五
匁
は
既
に
右
の
四
六
貫
目
余
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
大
御
所
分
抹
消
の
印
は
成
冊
以
前
で
あ
る
が
、
大
老
分
は
な
お

含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
抹
消
は
成
冊
後
で
あ
ろ
う
。

（
叩
）
底
本
の
付
札
は
そ
の
旨
註
記
し
て
本
文
に
入
れ
、
第
三
冊
の
各
項
内
訳
の
末
尾
に
「
〆
」
を
新
補
。

（
日
）
「
元
之
書
付
」
、
慶
応
三
年
「
御
改
革
－
一
付
諸
役
人
身
分
御
引
直
被
仰
波
書
」
。

（
ロ
）
因
み
に
刊
本
五
冊
物
よ
り
該
当
部
分
を
示
せ
ば
、
二
六
頁
下
二

O
行
自
l
二
七
頁
上
一
九
行
目
、
三
三
頁
上
二

O
行
H
i三
四
頁
上
六
行
目
、

O
頁
下
一
五
行
目

t
一
四
一
一
良
一
八
行
自
に
相
当
す
る
部
分
で
あ
る
。

（
日
）
例
え
ば
第
二
冊
成
方
法
出
白
砂
糖
代
の
一
大
明
四
年
仕
法
荷
渡
時
文
給
額
の
よ
う
に
、
銀
高
の
誤
り
ま
で
共
通
し
て
い
る
。

四

ニ
、
五
冊
物
の
構
成
と
貿
易
収
支

以
上
の
五
冊
物
諸
本
は
、
全
体
構
成
・
各
冊
の
内
題
、
項
目
の
た
て
か
た
や
記
事
の
体
裁
等
を
同
じ
く
す
る
の
で
、

こ
こ
で
は
説
明
の

都
合
上
、
諸
本
中
伝
来
が
最
も
確
か
で
、
か
つ
記
事
詳
細
な
倒
「
長
崎
会
所
五
冊
物
」
を
底
本
と
す
る
刊
本
を
例
に
と
る
。
こ
の
場
合
、

さ
き
に
指
摘
し
た
錯
伺
二
件
、
お
よ
び
若
干
の
誤
植
は
仮
り
に
訂
正
さ
れ
た
も
の
と
し
て
取
扱
う
。

－
第
一
冊
｜
貿
易
収
支
の
概
要
｜

第
一
冊
の
標
題
は
「
唐
船
拾
般
阿
闘
陀
船
壱
娘
、
元
代
・
出
銀
仕
払
方
明
細
書
付
」
で
あ
る
。
天
保
一
三
年
現
在
、
年
間
の
取
引
定
数

ば
寛
政
三
年
以
来
唐
船
一

0
・
蘭
船
一
般
で
あ
る
（
も
っ
と
も
天
保
一
四
年
間
の
平
均
実
績
は
唐
船
六
・
八
五
娘
、
関
船
一
・
一
二
般
）
。
「
元
代
」

と
は
輸
入
品
の
仕
入
値
（
「
元
直
」
、
但
し
厳
密
に
は
元
代
に
「
割
増
・
償
銀
」
を
加
算
支
給
す
）
、

「
山
山
銀
」
と
は
輸
入
品
の
売
上
代
銀
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